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問１
地球の公転・自転の向きは，北極側から見て左(反時計)回りなので，早朝になっている地点は，図の地球では右側である。朝には太陽は東の方角に見えることから，金星も太陽と同じ東の空に見える。また，金星が三日月形に見えたことから，地球と金星の距離は近い。

問３
金星の公転周期は地球よりも短いので，１か月後の地球と金星の距離は大きくなる。したがって，金星は地球からの距離が遠くなり見かけの大きさは小さくなる。また，太陽の光を反射している部分が多く見えるようになるため，半月に近い形になっていく。
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